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Dijkstra法
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Dijkstra法
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Bellman-Ford法

Bellman-Ford法とは

・重み付き有向グラフにおいて単一始点の最短経路を解くアルゴリズム

・リンクコストが負でも計算可

・リンクコストが負の場合ダイクストラでは誤った結果が出る
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Bellman-Ford法

計算の流れ

１．初期設定

・𝑑：始点から各ノードへの暫定最短距離を格納．初期は[0,∞,… ,∞]

・𝑝：始点から各ノードへ至るとき直前に通るノード(親ノード)を格納．初期は[𝑁𝑜𝑛𝑒, … ,𝑁𝑜𝑛𝑒]

２．繰り返し計算(計算量：O(|Vertex||Edge|))

・あるノードuから1回で到達可能な全てのノードvに対し，
𝑑 𝑣 > 𝑑[𝑢] + (𝑢 → 𝑣間コスト)

なら𝑑[𝑣]を𝑑[𝑢] + (𝑢 → 𝑣間コスト)に，𝑝[𝑣]を𝑢に更新

・それを全てのノードについて繰返し

・このループを高々(𝑉 − 1)回行えば全てのノードの最短距離，最短経路が求まる

・始点𝑢0から終点𝑢𝑉まで最短経路を辿る際に，全てのノードを経由し，かつ全ての𝑖に
対し𝑖回目のループで順次𝑢𝑖が更新されてゆく場合，ループは(𝑉 − 1)回行われることに
なる
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A*法
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：Dijkstra法の改良版．探索順をより効率良くする

O

D

途中の探索点

D
途中の探索点までの

距離： g
h：途中の探索点からDまでの距離の

推定値（ヒューリスティクス関数）

f = g + h が小さい点を取りだして探索する
→ hをある程度妥当性の高い関数として与えると，これはDijkstra法よりも効率の良いアル
ゴリズムとなる

都市においては，ユークリッド距離やマンハッタン距離がhの値としてよく用いられる
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各アルゴリズムの比較
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A*法

Bellmanford法

Dijkstra法

渋谷の実ネットワークをもとに計算

2.59ｓ

3.23ｓ

3.68ｓ

A*の勝利！！


